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研究成果の概要（和文）：女性と観光について、それぞれ専門分野の異なる6名が集い、学際的な共同研究を行
なった。友原は「女子旅」の特徴を国内外での調査により明らかにした。庄子は震災地の復興過程における女性
ボランティアガイドの動向について研究した。鈴木は地域伝統芸能における女性の関わり方について考察した。
高田は文学作品を基に男女の旅行時の心理的傾向の差異について示した。新名はジオツーリズムの舞台における
女性の関わり方について明らかにした。丸山は富岡製糸場を事例として女工の歴史の観光者に対する見せ方につ
いて研究した。

研究成果の概要（英文）：About women and tourism was a collaboration of 6 reseachers: Tomohara 
examined traveling of Japanese women in their 20s and 30s, so called "Joshi-Tabi". Shoji looked at 
disaster tourism and women. Suzuki researched traditional local performance and women. Takata 
studied travel literatures and gender. Niina looked into Geo-Tourism and women. And Maruyama 
examined the exhibit of the history of female labor at the Tomioka Silk Mill.

研究分野： 観光学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 日本が男女共同参画社会や観光立国への
移行期であることから、これらを繋ぐキーワ
ードである女性と観光に着目し、「女性と観
光に関する総合的研究」を研究テーマとした。 
 研究開始時には女性と観光に関する研究
は散発的なものにとどまっており、体系的に
研究を行なう必然性も高まっていた。 
 
２．研究の目的 
 
上記の背景を踏まえ、女性と観光を巡る

個々の特徴的な現象と共通性・全体像を示す
ことを本課題共同研究グループでの共通目
的とした。 
本研究は「女性と観光に関する総合的研

究」をテーマとし、観光者側では主として、
観光が現代女性の人生観や人生設計に与え
る影響について、観光地側では主として、観
光が現代女性の社会的役割に与える影響に
ついて明らかにした。 
 共同研究グループ各人の役割については、
代表者である友原が 2010 年頃より高まって
きた「女子旅」について、この現象の背景と
実相を明らかにすることを目的に国内外を
フィールドとして研究した。以下、分担者と
して、庄子が石巻市を事例として、東日本大
震災の被災地における観光の変化とその担
い手としての女性の特徴を明らかにすべく
研究した。鈴木は大分市の鶴崎踊を事例とし
て地方における民俗芸能の運営に対する女
性の役割と女性の踊りの成立と維持を明ら
かにすることを目的に研究した。高田は文学
作品から男女の旅の特徴について明らかに
するため研究した。新名は鳥取砂丘を事例と
してジオツーリズムにおける女性の関わり
方について明らかにすることを目的に研究
した。丸山は富岡製糸場と中尊寺を事例とし
て歴史上の女性の表象がどのようなものに
なっているか、また、観光者の当該表象の関
心について明らかにすることを目的に研究
した。 
 
３．研究の方法 
 
 上記の共同グループ全体の研究目的と、こ
れを遂行するためのメンバー固有の研究目
的を踏まえ、共同グループ全体の研究目的を
達成するための支柱となるメンバー固有の
研究が行ないやすいよう、それぞれに研究方
法を委託する仕方を採用した。 
 研究代表者である友原は「女子旅」の背景
を文献から研究、実相については科研費を使
用した分については西欧でフィールドワー
クを行ない、実際の「女子旅」観光者にアン
ケートや聞き取り調査を実施した。以下、研
究分担者として、庄子は文献研究から石巻の
被災と復興の現状を示した上で、女性の被災
地ガイドに取材した。鈴木は文献研究から鶴

崎踊りの史実を示した上で、現状については
2 度の参与観察を基に考察した。高田は林芙
美子の『放浪記』(1930)と『浮雲』(1951)、
グレアム・スウィフトの『最後の注文』(1996)、
高橋たか子の『誘惑者』(1976)、恩田陸の『ま
ひるの月を追いかけて』(2003)基に研究目的
を遂行した。新名はジオパークについて海外
と国内の状況を示した上で、そこを観光する
女性とそこで勤務する女性についてガイド
ツアーなどの催しや女性職員の採用状況な
どを切り口として考察した（図 1 女性ガイ
ドと女性観光者が共に参加しているジオパ
ークツアーにおける参与観察）。丸山は当該
研究対象地の観光にかかる文献を基に状況
を把握した上、研究にかかる対象者にアンケ
ート調査や聞き取り調査を行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 女性ガイドと女性観光者が共に参加し
ているジオパークツアーにおける参与観察 
 
４．研究成果 
 
 上記の研究目的、及び、研究方法を踏まえ、
遂行した結果、共同研究グループ全体として
は観光を通して現代女性の人生観や人生設
計（主として友原、庄子、高田の研究による）、
また、観光が女性にどのような役割を与えて
いるのか（主として、鈴木、新名、丸山によ
る）について明らかにすることができた。さ
らに、以下に共同研究グループ各人における
成果の概略を示す。 
 代表者の友原は「女子旅」成立までの過程
と西欧における「女子旅」の移動と行動、心
理についてグループと個人に分け、年齢や文
化資本を手掛かりとしてこれらを明らかに
した（図 2 旅行する「女子」の四分類）。庄
子は女性の被災地ガイドの人生とガイド業
務のやりがいについて明らかにした。鈴木は
地方民俗芸能における女性の踊りの成立と
維持について示し、運営上の女性の役割につ
いても明らかにした。高田は文学作品から旅
行の分類について整理し（図 3 多様な旅の
分類）、男女の旅行における心理的な傾向の
差異について明らかにした。新名はジオツー
リズムにかかる女性について、観光者、スタ
ッフのそれぞれの傾向を明らかにした。丸山
は世界文化遺産における過去の実際に女性
が従事していた業務や生活と現在の観光資



源としての見せ方や表象について比較し、こ
れを検討して示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 旅行する「女子」の四分類 

（AA30＝文化資本の高い 20 歳代後半から 30
歳代の女性、NAA30＝文化資本が高くはない
20 歳代後半から 30 歳代の女性、A20＝文化資
本の高い 20 歳代前半から中盤までの女性、
NA20＝文化資本が高くはない 20 歳代前半か

ら中盤までの女性） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 多様な旅の分類 
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